
2020 年 3 月 16 日 
一般社団法人 CB 工法協会 

 
東京都建築工事標準仕様書について 

 
東京都建築工事標準仕様書、第５節機械式継手及び溶接継手の【5.5.1 一般事項】（２）

に溶接継手は、次に定めるほか、【「鉄筋継手工事標準仕様書溶接継手工事」（（公社）日本
鉄筋継手協会による。】と記載されています。（該当ページは別途添付） 
 

平成 30 年 10 月 9 日に東京都財務局建設保全部と意見交換を行ったところ、「次に定め
るほか、」とは、【5.5.4 溶接継手】で定められていないことは、【「鉄筋継手工事標準仕様書
溶接継手工事」（（公社）日本鉄筋継手協会による。】という意味でした。 
【5.5.4 溶接継手】は（１）から（９）まで定められており、（４）溶接継手の工法、品質
の確保方法、不良となった継手の修正方法等は特記による。と記載されています。 

 
東京都建築工事標準仕様書で意味する特記とは、質問回答書、設計説明書、特記仕様

書、図面です。（【第１節一般事項 1.1.2 用語の定義】に記載されています。） 
【第１節一般事項 1.1.1 適用範囲】に設計図書の優先順位は、上位から順に①質問回答書
②設計説明書③特記仕様書④図面⑤標準仕様書と記載されています。 
そのため、各溶接継手工法で作成している特記仕様書により管理を行うことになります。 
 
 （一社）CB 工法協会では、特記仕様書、設計・施工管理指針、施工要領書を作成して
おり、弊会ホームページからダウンロードが出来ます。必要に応じてダウンロードを行い
ご利用ください。 
 
添付資料１ 東京都財務局建設保全部と意見交換 
添付資料２ 東京都建築工事標準仕様書の該当ページ抜粋 



東京都建築工事標準仕様書についての都庁幹部と一般社団法人ＣＢ工法協会との意見交換 

平成３０年１０月９日に東京都財務局建築保全部を訪問した内容をお知らせします。 

東京都 
財務局建築保全部 技術管理課⻑
財務局建築保全部 技術管理課 統括課⻑代理

一般社団法人ＣＢ工法協会 
代表理事 尾形素臣 
顧問   ⼾井昌蔵

東京都財務局建築保全部技術管理課⻑の説明

東京都建築工事仕様書には平成２９年版から鉄筋溶接継手の項目が追加された。 

この仕様書の５．５．４ 溶接継手の項目には（１）から（９）までの規定がある。 
（１）には平成１２年の建設省告示第１４６３号に適合するものと規定されている。 
（２）から（９）に詳細な規定がある。 
この中で 
（４）に「溶接継手の工法、品質の確認、不良になった継手の修正方法等は、特記による」
と規定されている。 
これにより東京都の建築工事においてＣＢ工法を採用するには設計者または施工者の判断
で特記をすればよく、その場合は、ＣＢ工法設計施工管理指針およびに鉄筋溶接継手（Ｃ
Ｂ工法）特記仕様書に基づいて施工を行うべきである。 

以上の説明がありました。なお、特記がない場合は５．５．１一般事項公益社団法人日本
鉄筋継手協会の仕様書によることになります。 

平成３０年１１月１２日  一般社団法人ＣＢ工法協会代表理事 尾形素臣 
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